
自
分
た
ち
の
住
む
街
・
働
く
街
を
美
し
く
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　この号が発行される頃には、コロナウィルス感染
拡大に収束の兆しが見えていることを願いつつ…。
今回は、外出自粛要請中に読んだおススメ本の紹介
です。
　ベストセラーとなった阿川佐和子さんの「聞く力」

（文春新書）。最近、徐々にインタビューさせていた
だく機会が増え、せめてもの参考になれば…と思い、
手に取りました。ただ、阿川さんはチャーミングで
機転が利き、文章力もある才女。インタビュアー
としても、天性の才能をお持ちなのだろうし、私の
ような凡人が参考にできるような内容なのだろうか、
と心のどこかで思っていました（失礼）。
　しかし意外にも、阿川さんはインタビューが苦手で、
城山三郎氏との対談の際に、自分ばかりが喋ってし
まったという失敗が。そのとき、城山氏が阿川さん
の話に絶妙な相槌を打っていたことを思
い出し、「相手の話を面白そうに聞く」こ
とが、面白い話を引き出す最大のポイン
トだと気づいたそうです。
　また、とても共感できたのが、予定
した質問や段取りを気にするあまり、相
手の話が耳に入ってこない…という事態。
相手の話に集中していないと、面白いと
思ったことや、疑問に思ったことを掘り
下げられないので、話が広がらないとい
うのは、私も経験がありました。
　良い質問をし、するどい切り返しをす
ることが、良いインタビュアーだと思っていましたが、
相手の話をじっくり聞き「良い相槌を打つ」ことこそ、
一番大切なのだと改めて気づいた私。これなら、私
にもできそう……。これまでの対談の裏話も満載で、
とても楽しめる本です。おススメします！

年
事
務
局
に
い
る
と
、
多
く
の
職

員
と
の
出
会
い
と
別
れ
を
経
験
し

た
が
、
今
も
っ
て
忘
れ
難
い
の
は
Ｂ
さ
ん
。

１
年
先
輩
の
Ｂ
さ
ん
は
、
な
ん
と
も
不
思

議
な
人
だ
っ
た
。

　

社
会
人
一
年
生
の
私
に
、Ｂ
さ
ん
は
「
さ

く
ら
ち
ゃ
ん
（
私
の
旧
姓
）、
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
知
っ
て
い
る
？
」
と
尋
ね
た
。「
知

ら
な
い
」
と
応
え
る
と
、
事
あ
る
ご
と
に

宇
宙
の
神
秘
・
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
説
明

を
し
て
く
れ
た
の
だ
が
、
私
は
一
向
に
理

解
で
き
な
か
っ
た
。

　

あ
る
日
、
事
務
局
の
扉
を
開
け
て
入
っ

て
き
た
Ｂ
さ
ん
の
顔
を
見
て
、
事
務
局
は

大
騒
ぎ
に
。
な
ん
と
Ｂ
さ
ん
の
顔
が
、
緑

色
！　
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
昔

は
、
薬
局
前
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の
象
の
サ

ト
ち
ゃ
ん
や
緑
色
の
カ
エ
ル
の
ケ
ロ
ち
ゃ

ん
が
置
か
れ
て
い
た
。
ま
さ
に
、
Ｂ
さ
ん

の
顔
は
ケ
ロ
ち
ゃ
ん
色
だ
っ
た
。

　

Ｂ
さ
ん
曰
く
、
昨
日
、
化
粧
品
を
買
い

に
い
っ
た
ら
、
顔
色
が
く
す
ん
で
い
る
の

で
、
化
粧
下
地
に
緑
色
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

カ
ラ
ー
を
勧
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
。
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
カ
ラ
ー
を
塗
っ
た
上
に
フ
ァ
ン

デ
ー
シ
ョ
ン
を
塗
り
、
顔
色
を
明
る
く
す

る
の
だ
が
、
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た
Ｂ
さ

ん
。
緑
色
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
カ
ラ
ー
だ
け

を
塗
り
、
マ
ス
カ
ラ
、
口
紅
を
つ
け
、
ば
っ

ち
り
メ
イ
ク
で
出
社
し
た
の
だ
。

　

そ
の
他
に
も
、
結
婚
が
決
ま
っ
た
と
き

に
は
、
嫁
入
り
道
具
の
三
種
の
神
器
は

「
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
食・
器・
洗・
い・
機・
」
と

言
い
放
っ
た
。
食
器
洗
い
機
な
ど
普
及
し

て
い
な
い
時
代
に
一
歩
も
二
歩
も
先
を
行

き
、
お
ま
け
に
新
婚
旅
行
は
、
ス
イ
ス
に

ス
キ
ー
に
行
っ
た
。

　

お
か
し
く
も
不
思
議
な
Ｂ
さ
ん
は
、
も

し
か
し
た
ら
、
映
画
「
メ
ン
・
イ
ン
・
ブ

ラ
ッ
ク
」
に
登
場
す
る
宇
宙
人
？　
な
の
か

も
し
れ
な
い
。 　
　

  

〈
事
務
局
長 

山
橋
由
貴
子
〉

40 こ
れ
っ
て

ど
う
な
の
??

イラスト／安彦麻理絵

届
け
る
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
大
作
戦
」
を
実

行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
家
庭
ク
ラ
ブ
の

生
徒
は
、「
コ
ス
モ
ス
」
を
復
興
の
シ
ン
ボ

ル
フ
ラ
ワ
ー
に
し
よ
う
と
、
愛
媛
県
本
部

（
事
務
局
：
伊
予
銀
行
）
が
種
子
を
提
供
し
、

開
花
状
況
な
ど
を
審
査
す
る
「“
コ
ス
モ
ス

の
花
”
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
応
募
。
親
切
運

動
の
シ
ン
ボ
ル
フ
ラ
ワ
ー
で
も
あ
る
コ
ス
モ

ス
で
、
花
い
っ
ぱ
い
の
街
づ
く
り
に
取
り

組
み
、「
水
害
が
も
う
起
こ
り
ま
せ
ん
よ
う

に
」「
コ
ス
モ
ス
で
大
洲
市
が
元
気
に
な
り

ま
す
よ
う
に
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

た
コ
ス
モ
ス
種
子
を
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
先
で
配
布
し
ま
し
た
。

　

地
域
住
民
は
、
生
徒
た
ち
の
願
い
が
こ

も
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
激
。
市
内
各
所

で
コ
ス
モ
ス
を
育
て
て
く
だ
さ
り
、
秋
に

は
た
く
さ
ん
の
コ
ス
モ

ス
が
、
被
災
し
て
気
落

ち
し
た
地
域
の
方
々
の

心
を
癒
し
ま
し
た
。

　
「“
コ
ス
モ
ス
の
花
”

コ
ン
ク
ー
ル
」
で
は
最

高
賞
を
受
賞
し
た
同

校
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
た
め
に
役
立
ち
た
い

と
、
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

そ 

人
な
り
」
と
い

う
経
営
理
念
。
清

掃
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
へ
の
愛
着
心

や
人
を
思
い
や
る

心
を
培
い
、
仕
事

に
活
か
し
て
ほ
し

い
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

蔵
前
は
、
製
造

業
や
問
屋
が
多
く
あ
る 

“
モ
ノ
づ
く
り
の

街
”
で
す
が
、
近
年
、
お
し
ゃ
れ
な
雑
貨

店
や
カ
フ
ェ
が
増
え
、
散
策
ス
ポ
ッ
ト
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
散
策
の
際

に
は
、「
蔵
前
を
訪
れ
る
方
に
気
持
ち
よ
く

過
ご
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
、
清
掃
に
汗

を
流
す
社
員
の
皆
さ
ん
に
、
思
い
を
馳
せ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

成
は
自
然
災
害
の
多
い
時
代
で
し

た
。「
平
成
30（
２
０
１
８
）
年
７

月
豪
雨
」
で
は
、
西
日
本
を
中
心
に
大
き

な
被
害
が
で
た
の
は
、
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
す
。
令
和
２（
２
０
２
０
）年
度
、

創
立
１
２
０
周
年
を
迎
え
る
大
洲
高
等
学

校
は
、
長
年
に
わ
た
り
様
々
な
地
域
貢
献

活
動
を
行
い
、「
地
域
に
愛
さ
れ
る
学
校
づ

く
り
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

７
月
豪
雨
で
、
大
洲
市
は
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
さ
っ
そ
く
、

断
水
し
た
地
域
に
手
洗
い
の
た
め
の
水
を

戸
幕
府
の
御
米
蔵
（
浅
草
御
蔵
）

が
あ
っ
た
こ
と
が
地
名
の
由
来

と
な
っ
て
い
る
、
東
京
都
台
東
区
・
蔵く
ら

前ま
え

。
こ
の
地
に
、
創
業
な
ん
と
明
治
25
年
、

１
３
０
年
近
く
続
く
老
舗
の
バ
ッ
グ
メ
ー

カ
ー
「
ヤ
マ
ト
屋
」（
代
表
取
締
役
社
長
：

正
田
誠
）
が
あ
り
ま
す
。

　

同
社
に
は
、“
礼
儀
・
規
律
・
清
潔
・
整

理
・
整
頓
・
健
康
・
安
全
”
の
7
項
目
を

整
え
、「
環
境
整
備
で
業
界
日
本
一
を
目
指

す
」
と
い
う
基
本
方
針
が
あ
り
、
そ
の
一

環
と
し
て
30
年
以
上
、
地
域
の
環
境
美
化

に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
22（
２
０
１
０
）年
、
社
屋
が
蔵
前

に
移
転
し
て
か
ら
は
、「
大
江
戸
清
掃
隊
」

と
称
し
、
週
一
回
、
全
社
員
が
ご
み
拾
い

や
除
草
、
道
路
に
つ
い
た
ガ
ム
は
が
し
な

ど
丁
寧
に
清
掃
を
行
い
、
地
域
の
会
社
や

住
民
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
支
え
る
の
は
、
先
代
の
正

田
喜
代
松
氏（
現
：
取
締
役
会
長
）
か
ら

続
く
「
人
は　
人
の
た
め
に
共
に
生
き
て
こ

家庭クラブのみなさん

平

江

復
興
の
願
い
を

コ
ス
モ
ス
に
こ
め
て

愛
媛
県
立
大お
お
洲ず

高
等
学
校

「
人
は 

人
の
た
め
に

共
に
生
き
て
こ
そ 

人
な
り
」

東
京
都
　
株
式
会
社
ヤ
マ
ト
屋

一枚一枚に思いやりのメッセージが込められた

「小さな親切」実行章を贈呈
（左から）正田喜代松会長、
運動本部小林副代表、正田誠社長揃いのはっぴを着て清掃

〜
読
書
編
〜

　

の
ん
ち
ゃ
ん
の

お
す
す
め
紹
介


